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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は、行動変容における言語的強化の効果についてヨ総合的な解明を目指したものでラ5章

から構成されている。

　主題の設定に当ってはラ強化の問題についての従来のラ代表的な理論家であるThomdike，E．L．，

Sk1㎜er，B，F．，B鋤d岨a，A．のそれぞれからヨ問題が取り出された。すなわちヨThomd1keから強化

の組合せの問題が。Sk量nnerから強化スケジュール（強化率）の問題が取り出され雪さらに害これら

がB独d岨aの社会的学習における直接強化ラ代理強化ラニ重強化に関連づけられた。

〔研究の目的〕

　直接強化ヨ代理強化ラニ重強化の3種の強化事態での雪言語的強化の効果を組織的に検討するこ

とを目的としラこの目的の達成のためにラ13の実験による基礎的研究と応用的研究が行われた。

〔方法と結果〕

　強化の組合せの効果　　　　強化の組合せとはヨ規準反応（正反応）には正の強化を与え，それ

以外の反応には負の強化を与える場合（RW）ヨ規準反応には正の強化を与えヨそれ以外の反応には

強化を与えない場合（RN）ヨ規準反応には強化を与えず、規準反応以外の反応には負の強化を与え

る場合（NW）の3つの場合をいうのであるが雪このような強化の与え方の違いがヨ規準反応の習得

にどのような差異をもたらすかが調べられた。課題には4つの選択をもつTaffe1型言語条件づけ課題
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が用いられた。

　実験亙では児童を、実験2では大学生を対象として雪直接強化事態における強化の組合せの効果

が比較された結果里直接強化事態における従来の一般的傾向（RW≒NW＞RN）が確認された。

　実験3では児童を雪実験4では大学生を対象として雪代理強化事態における強化の組合せの効栗

が比較された。その結果雪代理強化事態においても強化の組合せの効果が認められたがラNW群の成

績が、児童ではRN群に近く雪大学生ではRW群に近いことが認められた。

　実験5では大学生を対象として争二重強化事態における強化の組合せの効果が比較された。その

結果ラ実験2および実験4と同様の傾向が認められた。

　以上の5つの実験から蓼言語条件づけ課題における強化の組合せの効果に関して、次の結論が得

られた。

　（1）児童でも大学生でも雪また雪直接強化でも代理強化でも雪一實してRW群の成績がもっともよ

い。（2）NW群については雪代理強化で児童を対象とした場合以外はヨRW群とほぼ同じ成績である。

（3）RN群は、3群のうちでもっとも成績が悪い。（4）RW群については骨直接強化事態または代理強化

事態におけるよりも雪二重強化事態におけるほうが成績がよい。

　強化率の効果　　　　ここではラ連続強化によって一定の水準まで学習させた後の害部分強化の

強化率の効果が検討された。強化率は曾100％強化雪67％強化音33％強化言0％強化の4条件であ

る。またヨ部分強化後には消去試行が課された。

　実験6では児童をヨ実験7では大学生を対象として、直接強化事態における4つの強化率の効果

が比較された。その結果ラ直接強化事態では雪遵続強化後の部分強化スケジュールは強化率が高い

ほど成績を維持するのに有効であることヨおよび消去低抗は強化率が低い場合により大であること

が明らかにされた。

　実験8では児童を、実験9では大学生を対象としてヨ代理強化事態における4つの強化率の効果

が比較された。その結果宙代理強化事態ではヨ児童の場合は強化率の高いほうが成績を維持するの

に効果的であったがラ大学生では強化率による差が認められなかった。これはヨ大学生では曾代理

強化に依存しない自偉的な反応が現れやすいことを示すものとみなされた。

　実験10では骨大学生を対象としてヨニ重強化事態で4つの強化率の効果が比較された結果曾強化

率の高いほうに成績の維持が認められた。

　以上5つの実験からラ言語条件づけ課題における強化率の効果に関して骨次の結論が得られた。

　（亙）部分強化試行ではヨ強化率が高いほど成績を維持するのに有効である。

　（2）消去試行ではヨ強化率が高いほうが成績が低下しやすい。（3）上記の結果は、直接強化言代理

強化田二重強化の各事態において認められるが昏代理強化を含む事態では雪強化率の効果はあまり

一貫していない。

　道徳判断課題における強化の組合せ　　　　以上の基礎的研究の結果、強化率に関するものは一

貫性を欠く点が認められたため雲以下の応用的研究では強化の組合せの問題のみが取りあげられた。

用いられた課題はPiaget型の道徳判断課題である。これはラ過失を主題としてラ動機ぽよいが物質
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的損害が大きい物語とラ動機は悪いが物質的損害が小さい物語を対にしている。被験者にはヨこの

課題で結果論的判断を示す児童がより多いことが確かめられている小学校1年生があてられた。

　実験uの直接強化雪実験12の代理強化争実験五3の二重強化の各事態において，強化の組合せの

効果が比較された結果菅道徳判断課題においてもラ3種の強化事態に一貫して強化の組合せの効果

が認められ。RW群とNW群が共にRN群よりも成績のよいことが明らかにされた。

　以上をまとめて　　　　直接強化、代理強化、二重強化という3種の強化事態を通じて雪強化の

組合せに関するほぼ一貫した結果が得られた。すなわちラRW≒NW＞RNという結果である。ま

たヨ関連して，被験者に一定の選択的行動をとらせる課題においてはう強化が主に方向づけの機能

をもつことが考察され雪しかもラRに比べてWのほうがう方向づけの機能が強いことが示唆された。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文はラ行動変容における言語的強化の効果を検討したものであるがヨ直接強化ラ代理強化ラ

ニ重強化の3種の強化事態を組織的に総合的に取りあげヨとくに組合せの効果について一貫した結

果を得たことは高く評価できる。またラ基礎的研究と応用的研究とに共通する問題を取りあげて官

教育の実際との接点を求めた点も事本論文が教育心理学の研究に属するものであるだけに評価でき

る点である。

　ただ、一方ではヨ企図されたほどにはBand岨aの枠組との関係が必ずしも明らかではないという

点雪認知的要因をもう少し考慮すべきだという点雪確率学習の検討も合わせて行うべきだという点

などヨ問題とすべき点も認められる。

　しかしラ被験者や実験形態を厳密に統制したうえでラ上記の結果を得たことは雪この領域に新し

い知見を加えたといえるのであって。大きな意義が認められよう。

　よって、著者は教育学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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